
 

平成１８年度当初予算 施策別概要 

 
 

                   22301 次代を支える元気な担い手の確保・育成 

       （農水商工部） 

  （主担当部：農水商工部）     22302  農林漁業経営体の自立支援  （農水商工部） 

                   22303  生産・経営支援機能の充実  （農水商工部） 

                                      22304 農業生産基盤の整備     （農水商工部） 

                   22305  水産生産基盤の整備     （農水商工部） 

                   22306  農林水産情報システム体制の整備 

                                    （農水商工部） 

＜施策の目的＞ 

 （対象）農林水産業の担い手が 

 （意図）自立した経営体として活発に生産活動を行っている 

 

＜施策の数値目標＞ 

目 標 項 目  Ｈ１５年度 Ｈ１６年度 Ｈ１７年度 Ｈ１８年度 

目標値 425 人 585 人 745 人 905 人 
農林水産業の新規就

業定着者数 
実績（見

込み）値 
436 人 601 人 （753 人） － 

※ 40歳未満で農林水産業に新規就業した人のうち３年以上就業している人の数（目標値は2001

年度（平成 13 年度）からの累計） 

 

＜平成１８年度に残っている課題＞ 

① 次代の担い手を育成する体制の整備、産業としての農林水産業を支える自立経営体の確保育

成を推進するとともに、効率的で高度な生産・経営を可能とする生産基盤や情報基盤の整備が

必要となっています。 

② （財）農林水産支援センターの経営健全化を図るため、センター機能の積極的活用や財務改

善などが必要となっています。 

③ 「食料・農業・農村基本計画」を踏まえ、地域の実情に応じた効率的な土地利用体制を確立

するため、集落を単位とした集落営農システムの確立や農業環境・資源保全施策に取り組む必

要があります。 

④ 地震、洪水などから、県民の生命・財産はもとより、農作物や農業施設を守るため、防災施 

 設の整備が急務となっています。 

⑤ 水産資源の回復を図るための漁場等の保全・整備や荒天時にも安心して使用できる係留・陸

揚げ等水産基盤の整備を総合的に実施する必要があります。また、広域合併により漁業協同組

合の経営基盤を充実させる必要があります。 

 
＜平成１８年度の施策の取組方向＞ 

① 新規就業希望者に対し、就業から地域農林水産業の担い手に至る各段階において、総合的か

つ、一元的な情報・サービスの提供を行うとともに、認定農業者など自立経営体の確保育成に

努めます。  

２２３ 農林水産業を支える生

産・経営基盤の充実 



 

② （財）農林水産支援センターの農地流動化に関する機能を活用し、集落営農への取組を支援

します。 

③ 「食料・農業・農村基本計画」を踏まえ、市町、農協等と連携し、集落での合意形成に基づ

く担い手づくりを支援するとともに、農業環境・資源保全施策に取り組みます。 

④ 農業生産基盤の整備については、担い手の育成に向けて生産基盤の整備を進めるとともに、

海岸やため池さらには湛水防除事業など緊急を要する防災施設の整備を進めます。 

⑤ 魚礁の整備、漁場環境の保全事業を積極的に推進し、荒天時にも安心して使用できるよう県

営及び市町営の漁港整備事業を進めるとともに、漁業協同組合の広域合併を促進します。 

 
＜主な事業＞ 

①（重）農林水産業版ハロープロジェクト事業 

【基本事業名：22301 次代を支える元気な担い手の育成確保】 

  当初予算額：⑰ 5,507 千円 → ⑱ 5,506 千円 

  事業概要：農林水産業への就業を希望する人に対して、面談・就業セミナーや体験教室、短

期研修などを実施し、現場が受け入れたいと思う人材を確保・育成します。 

 

②（新）集落営農組織育成支援事業【基本事業名：22302 農林漁業経営体の自立支援】 

  当初予算額：⑰ ― 千円 → ⑱ 79,245 千円 

  事業概要：集落営農を目指す集落へ農地の専門家を派遣し、集落内の農地状況の把握・分析、

農地利用ビジョンの策定など農地プロデュースを行い、営農組織の設立と組織の

特定農業団体化、特定農業法人化を促進します。 

 
③（新）よみがえれ！農村集落の元気増進事業 

【基本事業名：22302  農林漁業経営体の自立支援】 

  当初予算額：⑰ ― 千円 → ⑱ 30,897 千円 

  事業概要：水田農業の担い手として重要な役割を担う集落営農組織の育成を図るため、これ

を積極的に進めようとしている市町の取組を支援します。また、集落営農の新た

な担い手として期待できる団塊の世代の定年退職者等を対象に、農業技術修得の

ための研修を新たに農業大学校で実施します。 

 

④（新）農地・水・農村環境保全事業【基本事業名：22304 農業生産基盤の整備】 

  当初予算額：⑰  ― 千円 → ⑱ 22,500 千円 

  事業概要：農業・農村の持つ多面的機能の維持・増進を図るため、地域の多様な主体による、

農地・農業用水等の地域資源を守り育てる活動を支援します。 

 
⑤市町村営広域漁港整備事業【基本事業名：22305 水産生産基盤の整備】 

 市町村営地域水産物供給基盤整備事業【基本事業名：22305 水産生産基盤の整備】 

  当初予算額：広域漁港  ⑰ 138,250 千円 → ⑱ 209,200 千円  

                地域水産物 ⑰ 421,242 千円 → ⑱ 464,300 千円 

  事業概要：漁港における陸揚げ等の円滑化及び安全な係留を図るために必要な防波堤、岸壁

の整備及び漁具保管修理施設用地等の整備を進めます。 

 


